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令和５年９月１日～９月１９日 

町議会定例会会議録 

 令和５年９月１日第４回上三川町議会定例会は、上三川町役場議場に招集された。 

１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 田﨑 幸夫   第２番 鶴見 典明 

   第３番 篠塚 啓一   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 海老原友子   第８番 石﨑 幸寛 

   第９番 勝山 修輔   第10番 田村  稔 

   第11番 津野田重一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 稲川  洋   第14番 髙橋 正昭 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 田﨑 幸夫   第２番 鶴見 典明 

   第３番 篠塚 啓一   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 海老原友子   第８番 石﨑 幸寛 

   第９番 勝山 修輔   第10番 田村  稔 

   第11番 津野田重一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 稲川  洋   第14番 髙橋 正昭 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 海老原昌幸  書記（総務係長） 諏訪 満里 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      和田 裕二 

   教 育 長      氷室  清    総務課長      星野 和弘 

   企画課長      柴  光治    税務課長      信夫 一行 

   住民課長      田仲 有紀    地域生活課長    大山 光夫 

   健康福祉課長    浜野 知子    子ども家庭課長   高橋 文枝 

   農政課長兼農業委員会事務局長 松本 勝彦    商工課長      保坂 武志 

   都市建設課長    神永  理    建築課長      星野 敏克 

   上下水道課長    川島 勝也    会計管理者兼会計課長 日野 妙子 

   教育総務課長    佐藤 史久    生涯学習課長    深谷  昇 

   デジタル推進室長  田仲 進壽    代表監査委員    舘野 治信 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  会議録署名議員の指名 



 

   日程第２  会期の決定 

   日程第３  報告第６号 令和４年度上三川町一般会計継続費の精算報告について 

   日程第４  報告第７号 令和４年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

   日程第５  報告第８号 公益財団法人上三川町農業公社の経営状況について 

   日程第６  議案第57号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

   日程第７  議案第58号 工事請負契約の変更について（（仮称）上三川町生涯学習・子育て支

援複合施設建設工事） 

   日程第８  議案第59号 財産の取得について（（仮称）上三川町生涯学習・子育て支援複合施

設（子育て支援センター部分を除く）に係る什器等） 

   日程第９  議案第60号 財産の取得について（子育て支援センター開設に係る什器等） 

   日程第10  議案第61号 上三川町都市計画税条例の一部改正について 

   日程第11  議案第62号 上三川町ＯＲＩＧＡＭＩプラザの設置及び管理に関する条例の制定に

ついて 

   日程第12  議案第63号 上三川町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定につ

いて 

   日程第13  議案第64号 上三川町印鑑条例の一部改正について 

   日程第14  議案第65号 上三川町手数料条例の一部改正について 

   日程第15  議案第66号 上三川町妊産婦医療費助成に関する条例の一部改正について 

   日程第16  議案第67号 町道路線の認定について 

   日程第17  議案第68号 令和５年度上三川町一般会計補正予算（第４号） 

   日程第18  議案第69号 令和５年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

   日程第19  議案第70号 令和５年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

   日程第20  議案第71号 令和５年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

   日程第21  議案第72号 令和５年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

   日程第22  議案第73号 令和５年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号） 

   日程第23  議案第74号 令和４年度上三川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

   日程第24  議案第75号 令和４年度上三川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

   日程第25  議案第76号 令和４年度上三川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

   日程第26  議案第77号 令和４年度上三川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

   日程第27  議案第78号 令和４年度上三川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

   日程第28  議案第79号 令和４年度上三川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て 



 

   日程第29  議案第80号 令和４年度上三川町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ

いて 

   追加日程第１  報告第９号 議会の委任による専決処分の報告について（工事請負契約の変更 庁

舎内部改修工事（トイレ等）） 
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午前１０時００分 開議 

○議長【髙橋正昭君】 皆さん、御起立願います。 

（全員起立） 

○議長【髙橋正昭君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【髙橋正昭君】 御着席ください。 

 令和５年第４回上三川町議会定例会の開催に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、令和４年度決算を審議する大変重要な会議であります。議員各位には慎重に審議を尽く

され、町民の負託に応えられますよう期待いたします。また、議会運営につきましても御協力をお願い

申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

 ただ今から令和５年第４回上三川町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、議場内が暑くなっておりますので、上着の脱衣を許します。 

 ただ今出席している議員は１４人です。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程に入る前に諸般の報告をいたします。 

 議会事務局長に報告させます。局長。 

○議会事務局長【海老原昌幸君】 それでは、諸般の報告をいたします。 

 まず、監査関係では、例月現金出納検査結果が、令和５年５月分から７月分までの３カ月分が提出さ

れております。 

 また、組合議会関係では、令和５年第２回石橋地区消防組合議会臨時会審議結果が提出されておりま

す。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 諸般の報告内容につきましては、お手元に配付の資料のとおりであります。 

 日程に入ります。本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１、会議録署名議員の指名を議題といたします。 

 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員に、６番・志鳥勝則君、７番・海老原友子君を指

名いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、過日、議会運営委員会で慎重に審議され、お手元に配付のとおりで

あります。 

 会期日程案について、議会運営委員長の報告を求めます。８番、議会運営委員長、石﨑幸寛君。 

（８番・議会運営委員長 石﨑幸寛君 登壇） 

○８番・議会運営委員長【石﨑幸寛君】 本日招集されました令和５年第４回町議会定例会の会期・運
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営につきまして、議長より諮問され、８月９日及び８月２８日に議会運営委員会を開き協議をしました

ので、その結果について御報告いたします。 

 本定例会に執行部から付議された案件は、報告４件、議案２４件で、一般質問通告者は７人でありま

す。 

 会期につきましては、本日９月１日から９月１９日までの１９日間といたしました。 

 １日目の本日は、会期の決定後、議案の全てを上程し、議案第５７号については、人事案件のため、

提案理由の説明後、質疑・討論を省き採決をお願いいたします。 

 議案第５８号から議案第６７号までについては、提案理由説明後、質疑を行い、所管の常任委員会に

付託し、審査をお願いいたします。 

 なお、付託する委員会は、お手元の付託案件一覧表のとおりであります。 

 議案第６８号から議案第７３号までの補正予算については、委員会付託を省き、提案理由の説明後、

全体質疑・討論を行い、本日、採決をお願いいたします。 

 議案第７４号から議案第８０号までの各会計決算の認定については、提案理由の説明後、全体質疑を

行い、議会の運営に関する要綱第２６条の規定に基づき決算特別委員会を設置し、３日間の予定で審査

をお願いいたします。 

 なお、決算特別委員会の委員につきましては、各常任委員会から３人を選考していただき、副議長を

加え、計７人でお願いしたいということで議会運営委員会において決定をいたしました。本会議の中で

委員会設置の際に、議長からお諮りいただきたいと思います。 

 ２日目、３日目は休会といたします。 

 ４日目、５日目は一般質問をくじで決定した順序により７人が行います。４日目５人、５日目２人と

いたしました。６日目は休会とし、７日目、８日目は常任委員会を開き、付託案件の審査をお願いいた

します。 

 なお、委員会の開会は午前９時でお願いいたします。 

 ９日目、１０日目は休会とし、１１日目から１３日目は決算特別委員会を開き、令和４年度決算の審

査をお願いいたします。 

 なお、決算特別委員会の開会は午前９時でお願いいたします。 

 １４日目から１８日目までは休会としますが、１４日目においては各委員会の審査結果報告書の作成

日としましたので、常任委員長及び決算特別委員長は報告書の取りまとめをお願いいたします。 

 １９日目を最終日として、各委員長より付託案件の審査結果報告をいただき、質疑・討論・採決を行

い、全議案を議了したいと思います。また、最終日には広報委員会、議会改革検討会第２部会の視察研

修等に係る議員派遣、及び議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査に対し、採決をお願いいたします。 

 なお、諸般の都合で日程に変更があった場合は、議長において取り計らいをお願いいたします。 

 以上をもちまして、議会運営委員会としての報告を終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 お諮りいたします。本定例会の会期は、委員長報告のとおり、本日から１９日

までの１９日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長【髙橋正昭君】 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１９日までの１９日間と決

定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第３、報告第６号「令和４年度上三川町一般会計継続費の精算報告につい

て」から、日程第５、報告第８号「公益財団法人上三川町農業公社の経営状況について」までの３議案

を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました報告第６号から報告第８号までを一括説明いたします。 

 報告第６号「令和４年度上三川町一般会計継続費の精算報告」につきましては、令和３年度及び令

和４年度の２カ年事業として継続費を設定し、実施しました生涯学習・子育て支援複合施設整備事業

（設計業務）が完了いたしましたので、地方自治法施行令第１４５条第２項の規定により、精算報告す

るものでございます。 

 全体計画として、総事業費６,９８８万３,０００円、年割額として、令和３年度２,４４０万円、令

和４年度４,５４８万３,０００円といたしました。実績につきましては、総事業費４,９１４

万８,０００円で、令和３年度執行額は８８６万円、令和４年度執行額は４,０２８万８,０００円とな

り、全体計画に対する実績は２,０７３万５,０００円の減となりました。支出済額に対する財源といた

しましては、全額一般財源でございます。 

 次に、報告第７号「令和４年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告」につきましては、地方公共

団体の財源の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、健全化判断比率及び

資金不足比率を監査委員に審査いただき、その意見を付して議会に報告し公表することとされておりま

すので、ここに報告するものでございます。 

 健全化判断比率につきましては、実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字がありませんので該当な

しとなり、実質公債費比率は６.６％、将来負担比率は、充当可能財源等が将来負担額を上回るため該

当なしとなりました。また、資金不足比率につきましては、水道事業会計、下水道事業会計及び農業集

落排水事業特別会計のいずれも資金の不足額が生じていないため該当なしとなりました。 

 いずれの指標も早期健全化基準又は経営健全化基準を下回っておりますので、本町の財政は健全と言

えるものでございます。今後もこれらの指標を踏まえながら健全な財政運営に努めてまいります。 

 次に、報告第８号「公益財団法人上三川町農業公社の経営状況」につきましては、地方自治法

第２４３条の３第２項の規定により、上三川町農業公社の経営状況について、当該法人の毎事業年度の

事業計画及び決算を議会に報告するものでございます。農業公社の令和４年度の決算額は、経常収益

計２,６７４万５,８３４円、経常費用計２,６７６万２,９２１円でございます。また、令和５年度の予

算額は、経常収益計２,６９７万４,０００円、経常費用計２,７２５万６,０００円でございます。不足

額の２８万２,０００円につきましては、経常外の一般正味財産より補塡するものでございます。 

 農業公社の経営状況についての詳細は、お手元の資料を御覧いただきたいと存じます。 

 以上で報告第６号から報告第８号までの説明を終わります。 
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○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたが、報告第６号から報告第８号までにつきまし

ては、これをもって終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第６、議案第５７号「教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第５７号「教育委員会委員の任命につき同意を求

めることについて」、御説明いたします。 

 本案件は、来る９月３０日をもちまして、教育委員の松枝健一氏が任期満了を迎えますが、松枝氏に

今後も教育委員をお願いしたいと考え、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定

に基づき、任命について議会の同意を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、御同意くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたが、本件については、質疑・討論を省略し、直

ちに採決したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 異議なしと認めます。したがって、議案第５７号は、質疑・討論を省略するこ

とに決定いたしました。 

 これから採決いたします。議案第５７号「教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」、

これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【髙橋正昭君】 起立全員です。したがって、議案第５７号は同意することに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第７、議案第５８号「工事請負契約の変更について（（仮称）上三川町生

涯学習・子育て支援複合施設建設工事）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第５８号「工事請負契約の変更について」、御説

明いたします。 

 本案件は、令和５年４月臨時会において議決をいただきました、（仮称）上三川町生涯学習・子育て

支援複合施設建設工事に係る工事請負契約の変更契約であり、２億３,２３６万４,０００円の増額で、

変更後契約額が１５億５,６２１万４,０００円となり、地方自治法及び議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例に基づき提案するものでございます。 

 主な変更の内容は、本複合施設を含む中心拠点施設整備エリア内の老朽化した既存ウッドデッキを改

修し、屋根つき広場として整備するための増工、また、多目的ホールの移動観覧席を別途工事としてい

たものを本工事に含め、増工するものでございます。 
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 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入るわけですが、質疑の後、

本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託しますので、質疑の内容につ

きましては、努めて基本的な事項としてください。 

 なお、所属する委員会の内容につきましては委員会において質疑をお願いいたします。 

 また、以降の議案においても、委員会に付託する議案に係る質疑については同様の取扱いをお願いい

たします。 

 質疑ありませんか。６番、志鳥君。 

○６番【志鳥勝則君】 設計変更の提案理由として、ウッドデッキが老朽化に伴う破損等の早急な対応

が必要なためというふうにありますが、これらは本設計を当初発注したときになぜ組むことができなか

ったのか。なぜ今補正予算であるのか。そんな急激にウッドデッキが老朽化して破損するはずがないと

思うんですけども、この辺のところを補正で対応した旨を御説明願います。 

○議長【髙橋正昭君】 建築課長。 

○建築課長【星野敏克君】 今の御質問についてお答えいたします。 

 今回の変更につきましては、設計段階においては、今回の変更内容は見込んでおりました。ただし、

今回の予算内での発注ということで、工事内容を精算した結果ですね、予算を超えるということが判明

いたしましたので、今回、施設整備の優先順位を決めまして、予算内を超える工事につきましては別工

事としておりましたが、今回の入札の結果からですね、請負率が低かったことに伴いまして、別工事を

本工事に含めることで、工期の短縮、安全で適正な施工を確保するこができるということで、今回の変

更で対応するものとしております。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 ６番、志鳥君。 

○６番【志鳥勝則君】 確認のためなんですけども、執行残があったからそれを使おうというふうな、

そういった考えの中での話じゃなくて、当初からやる予定はあったということでよろしいんですね。 

○議長【髙橋正昭君】 建築課長。 

○建築課長【星野敏克君】 そのとおりでございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第８、議案第５９号「財産の取得について（（仮称）上三川町生涯学習・

子育て支援複合施設（子育て支援センター部分を除く））に係る什器等」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第５９号「財産の取得について」、御説明いたし
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ます。 

 本案件は、子育て支援センター部分を除く（仮称）上三川町生涯学習・子育て支援複合施設を開設す

るに当たり必要となる什器等備品一式を調達するものであり、地方自治法及び議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例に基づき提案するものでございます。 

 財産の種別、数量につきましては、事務机、事務椅子ほか一式でございます。取得価格は２,０４６

万円で、契約の相手方は宇都宮市の藤井産業株式会社インフラソリューションズカンパニーでございま

す。 

 なお、本年８月１６日に物品売買仮契約を締結いたしております。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第９、議案第６０号「財産の取得について（子育て支援センター開設に係

る什器等）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６０号「財産の取得について」、御説明いたし

ます。 

 本案件は、（仮称）上三川町生涯学習・子育て支援複合施設内に子育て支援センターを開設するに当

たり、必要となる什器等備品一式を調達するものであり、地方自治法及び議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例に基づき提案するものでございます。 

 財産の種別、数量につきましては、事務机、事務椅子ほか一式でございます。取得価格は５６６

万５,０００円で、契約の相手方は上三川町の有限会社すずきやでございます。 

 なお、本年８月１６日に物品売買仮契約を締結いたしております。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。１０番、田村君。 

○１０番【田村 稔君】 先ほどの議案第５９号のほうで質問しなかったんですが、生涯学習センター

と子育て支援センターということで別々なので、取得しようとするのは事務机と事務椅子ほか一式とし

か、両方同じ建物内のスペースが違うだけだと思うんですが、どうして分割したのか。例えば、庁舎内
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だと各担当課ごとに別々に発注するのか、あくまでも事務椅子だったら、同じ建物内の一定のスペース

なので、一括して発注したほうがいいんじゃないんかなとは思うんですけども、あくまでも事務机とか

事務椅子にしても、全く違うコンセプトのものであるということで別にしたのか、その辺の分割した理

由というのがあると思うんですが、もしくは数量、詳細について、大きな、ここでは詳細述べてないで

すけれども、他というとこで大きな違いがあるのかということです。２点。 

○議長【髙橋正昭君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【高橋文枝君】 子育て支援センターの備品についてですけれども、議員がおっしゃ

ったとおり、その効率化というところもあるかと思いますが、今回はそれぞれが必要な備品をそれぞれ

の所管課の予算で購入するものでして、子育て支援センターに関して、そのほかの一式の中にどんなも

のが入ってるかということを申し上げますと、保育に関する部分が大きいものとなっております。例え

ば、ジョイントクッションといいまして、床の上に敷くクッションだったり、あとはお昼寝用のベッド

だったり、保育に必要な電子レンジ、若しくは電動ポットとか、そういったものも含まれておりますの

で、生涯学習課のほうとは別で購入するものもございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 １０番、田村君。 

○１０番【田村 稔君】 事務机と事務椅子というのは、これは共通したものなんですか。また、子育

て支援センターのほうは全く違うものなんでしょうか。 

○議長【髙橋正昭君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【高橋文枝君】 事務机、それから事務椅子についても、当然うちのほうの事務所の

中に入っているものでございまして、仕様のとおりということになりますが、生涯学習課は生涯学習課

のほうの必要な備品を仕様を決めて発注しまして、支援センターのほうでも、うちの事務室の中に入れ

るテーブル、それから事務椅子に関しては、規格についてはある一定のものを提示して入札にかけたわ

けなんですけれども、その同等品ということで入ることにはなっております。ですので、全く同じかと

いいますと、取ったところが違いますので、内容についてもちょっと変わったものが入ってくるかと思

います。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 １０番、田村君。 

○１０番【田村 稔君】 もう１点の分割した理由については、担当課じゃなくて町の執行部のほうで

答えてください。 

○議長【髙橋正昭君】 企画課長。 

○企画課長【柴 光治君】 複合施設の備品の購入ということで、分けた理由でございますが、それぞ

れの課で、それぞれ予算をもって別々に発注したという認識で私はおります。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 １０番、田村君。 

○１０番【田村 稔君】 了解です。 

○議長【髙橋正昭君】 他にございませんか。９番、勝山君。 
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○９番【勝山修輔君】 委員会でやりますけど、一つ本会議で聞きたいんです。 

○議長【髙橋正昭君】 所管ですけども。 

○９番【勝山修輔君】 所管だから一つ聞きたいんです。所管で聞くんじゃなくて、一つ聞いてもいい

ですか。駄目ですか。 

○議長【髙橋正昭君】 所管で聞いてください。 

 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１０、議案第６１号「上三川町都市計画税条例の一部改正について」を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６１号「上三川町都市計画税条例の一部改正に

ついて」、御説明いたします。 

 本案件は、都市計画税の税率の特例措置が令和５年度をもって終了することに伴い、引き続き税収が

事業費を上回らないよう、令和６年度０.１３５％及び令和７年度０.１２％とする特例税率措置を設け

るため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１１、議案第６２号「上三川町ＯＲＩＧＡＭＩプラザの設置及び管理に

関する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６２号「上三川町ＯＲＩＧＡＭＩプラザの設置

及び管理に関する条例の制定について」、御説明いたします。 

 本案件は、地方自治法第２４４条の２の規定に基づき現在建設中の上三川町ＯＲＩＧＡＭＩプラザの

設置及び管理に関し必要な事項を定めようとするものでございます。 

 また、併せて関連する条例を廃止及び一部改正しようとするものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 
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○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ございませんか。７番、海老原君。 

○７番【海老原友子君】 いきいきプラザのほうはですね、敷地内全面禁煙という形になってると思う

んですけれども、このＯＲＩＧＡＭＩプラザのほうの条例の中にはそのようなことは盛り込まれている

のでしょうか。どのような取扱いにするんでしょうか。 

○議長【髙橋正昭君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【深谷 昇君】 ただ今の質問についてお答えします。 

 禁煙の規定につきましては、本条例には記載等はございませんが、当然ながら、昨今のですね、公共

施設の利用のルールに基づきまして、館内につきまして、館内敷地につきましては禁煙する方向でです

ね、これからちょっと検討していきたいと考えているところでございます。 

 以上になります。 

○議長【髙橋正昭君】 ７番、海老原友子君。 

○７番【海老原友子君】 この前のいきいきプラザの会議のときにですね、敷地内全面禁煙ということ

がちょっと明確ではなかったような感じが受けましたので、やはりそれは明確にしていったほうがいい

と思うんですね。こっちは全面禁煙、こっちは全面禁煙じゃないというのは、ちょっとおかしな話にな

ってきますので、やはり子育て支援センターという名目がついてますので、その辺はしっかり町として

も明確にやっていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長【髙橋正昭君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【深谷 昇君】 ただ今の質問についてお答えします。 

 敷地内の禁煙等につきましては、いきいきプラザの一体的な利用ということで意見もございますので、

そちらと調整しながら、方向性につきましては決定していきたいと考えている次第でございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１２、議案第６３号「上三川町情報通信技術を活用した行政の推進に関

する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６３号「上三川町情報通信技術を活用した行政

の推進に関する条例の制定について」、御説明いたします。 

 本案件は、デジタル手続法の施行に伴い改正されましたデジタル行政推進法の規定に基づき、条例又

は規則等で手続を書面等で行うことが定められている場合でも、個別の条例又は規則等を改正すること
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なくオンライン化を可能とするための通則的事項を定めようとするものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１３、議案第６４号「上三川町印鑑条例の一部改正について」を議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６４号「上三川町印鑑条例の一部改正につい

て」、御説明いたします。 

 本案件は、電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の改正に伴い、

マイナンバーカードの電子証明書機能をスマートフォンに搭載することが可能となることから、本町で

実施するコンビニ交付において、当該スマートフォンを使用することで印鑑登録証明書を交付可能とす

るため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ございませんか。９番、勝山君。 

○９番【勝山修輔君】 これで、スマートフォンでもらえるとなると、印鑑証明はお金を払ってもらっ

てるんですが、金銭的にはどういうふうになるんでしょうか、一つ。スマートフォンで印鑑証明がもら

えるんでしょう。そうすると、今まで印鑑証明をもらうのには、役所へ行こうが、セブンイレブンとか

コンビニでやってもお金は取られてるんですが、このスマートフォンでやると、お金は取られないの。 

○議長【髙橋正昭君】 住民課長。 

○住民課長【田仲有紀君】 ただ今の御質問についてお答えいたします。 

 スマートフォンを利用しまして、コンビニのほうで印鑑登録証明書を取得するものでありまして、手

数料のほうは、コンビニ交付と同じ料金、印鑑登録証明書については２００円がかかることになります。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 ９番、勝山君。 

○９番【勝山修輔君】 そうすると、印鑑証明をマイナンバーでもらうのとスマートフォンでもらうの

とは同じだということでよろしいんでしょうか。 
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○議長【髙橋正昭君】 勝山君、御起立をしてお願いします。 

○９番【勝山修輔君】 スマートフォンとマイナンバーと持ってって、マイナンバーで今までもらって

るんですが、そのほかにマイナンバーを持ってってもスマートフォンでももらえるというのは、どっち

使ってもいいということになるんでしょうか。 

○議長【髙橋正昭君】 住民課長。 

○住民課長【田仲有紀君】 コンビニ交付におきまして、今まではマイナンバーカードのみでコンビニ

交付を利用できていたところ、これからはスマートフォンを利用しまして、コンビニのほうで証明書を

取れるようになりますので、マイナンバーカード、又はスマートフォンによりコンビニ交付が利用でき

るようになります。 

 その際なんですけれども、スマートフォンのほうも、スマートフォン用の電子証明書を搭載したスマ

ートフォンが対応になりますので、現在のところ、アンドロイド携帯の一部の機種が対象になっており

ます。また、スマートフォンのコンビニ交付の利用につきましては、まだ開始のほうはされていません

が、今年中に国のシステムのほうの改修が実施されますので、その後運用という形になります。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 ９番、勝山修輔君。 

○９番【勝山修輔君】 そうすると、私も年寄りの一人なんですが、今ようやくマイナンバーで印鑑証

明が取れるようになったんですね。でも、たまに店員さんにしてもらわないとスムーズにいかないんで

すが、いろんな方法をお取りになって、利用する人が分からなくなるということのほうが多いと思うん

ですね。マイナンバーでさえも、病院に行って保険証の代わりだといって、「あっち向けろ」、「こっ

ち向けろ」ってやられて、年寄りはそれでも目を回しているんですが、このスマートフォンをやって、

使えるように行政のほうでその人に教えることは可能なんでしょうか。それとも、それができないとす

るなら、「使えるんですよ」というだけで、使い方の知らない人ができてきやしませんか。何でも「デ

ジタル化だ」、「デジタル化だ」ということには、ちょっと上三川町の年齢的な層からすると、もう無

理なところが出てきやしませんか。その辺のところは、私の委員会じゃないんでそれ以上は言いません

が、やっぱり使い勝手のいいほうを教えていくほうがよろしいかと思うんですが、その辺はどう考えて

るんですか。 

○議長【髙橋正昭君】 住民課長。 

○住民課長【田仲有紀君】 スマートフォンのほうに電子証明書のほうを搭載することにつきましては、

国の法律の改正によって行うことでありまして、御本人の意思に、希望に基づいて搭載するものでござ

います。御本人が希望をしたにもかかわらず搭載の仕方が分からないということでしたら、窓口のほう

に来ていただきましたら、こちらのほうでお手伝いできるように窓口のほうを徹底したいと思います。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 
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○議長【髙橋正昭君】 日程第１４、議案第６５号「上三川町手数料条例の一部改正について」を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６５号「上三川町手数料条例の一部改正につい

て」、御説明いたします。 

 本案件は、介護保険要介護要支援認定資料の複写について、介護事業者の介護保険サービス計画作成

に資するとともに事務の効率化にも寄与することから、当該介護保険に関する手数料の規定を削除する

ため、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１５、議案第６６号「上三川町妊産婦医療費助成に関する条例の一部改

正について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６６号「上三川町妊産婦医療費助成に関する条

例の一部改正について」、御説明いたします。 

 本案件は、妊産婦医療費助成対象医療費のうち、入院時に要する食事療養費の助成につきまして、令

和６年４月より助成対象外とすることに伴い、本条例の一部を改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１６、議案第６７号「町道路線の認定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 
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○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６７号「町道路線の認定について」、御説明い

たします。 

 本案件は、道路用地として公共の用に供する土地の寄附を受けたため、新たな町道路線として認定し

たいので、道路法第８条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第１７、議案第６８号「令和５年度上三川町一般会計補正予算（第４

号）」から、日程第２２、議案第７３号「令和５年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」まで

の６議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第６８号から議案第７３号までを一括して御説明

いたします。 

 まず、議案第６８号「令和５年度上三川町一般会計補正予算（第４号）」について御説明いたします。 

 今回の補正予算は、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用して実施する事業者支

援施策など、当初予算に見込むことができなかったもののほか、額の確定した普通交付税や臨時財政対

策債、更に前年度決算に基づく繰越金や基金繰入額等を補正するとともに、今後の財政運営の安定性に

配慮することとして編成したものでございます。 

 歳入につきまして、地方特例交付金では、減収補填特例交付金の交付額確定により減額補正いたしま

す。地方交付税では、普通交付税の交付額確定により増額補正いたします。国庫支出金では、電力・ガ

ス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金及び社会資本整備総合交付金を増額補正いたします。県支出

金では、保育施設等物価高騰対策事業費及び保育所等給食費負担軽減事業費を増額補正いたします。繰

入金では、各特別会計の前年度決算の確定に伴う繰入額をそれぞれ増額補正いたします。また、財政調

整基金繰入金を減額補正いたします。繰越金は、前年度決算の確定に伴い増額補正いたします。諸収入

では、自治総合センターからのコミュニティ助成事業助成金を増額補正いたします。町債では、国庫補

助事業と合わせた道路新設改良事業債を増額する一方、消防防災施設等整備事業と臨時財政対策債をそ

れぞれ減額補正いたします。 

 続いて、歳出につきまして、総務費では、戸籍システムの標準化に伴うシステム改修費を増額補正い

たします。民生費では、保育所等への物価高騰対策支援事業費について増額補正いたします。また、令

和４年度の事業実績に伴い、過剰交付となっている国・県支出金の返還金を増額補正いたします。農林
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水産業費では、原油価格・物価高騰に対する農業者への支援事業について増額補正いたします。商工費

では、エネルギー価格高騰に対する中小企業者への支援事業費のほか、産業団地及び道の駅整備の基本

構想等策定経費を増額補正いたします。土木費では、社会資本整備総合交付金事業に係る工事費を増額

補正いたします。教育費では、生涯学習・子育て支援複合施設整備に係る事業費を減額補正いたします。

更に、繰越明許費を第２表のとおり、債務負担行為を第３表のとおり、地方債を第４表のとおり補正い

たします。 

 この結果、歳入歳出予算の総額に１億１,７１４万４,０００円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総

額を１２３億７,７４１万８,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第６９号「令和５年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」について

御説明いたします。 

 歳入では、前年度繰越金の増及び財政調整基金繰入金の減、歳出では、前年度一般会計繰入金の精算

に伴う一般会計繰出金の増で、歳入歳出予算の総額に６２９万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総

額を２８億１,５２９万円とするものでございます。 

 次に、議案第７０号「令和５年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」について御説

明いたします。 

 歳入では、前年度繰越金の増額、歳出では、前年度事業費の精算に伴う介護給付費準備基金積立金及

び国庫負担金等償還金の増額などで、歳入歳出予算の総額に２億１,３５３万７,０００円を追加し、補

正後の歳入歳出予算の総額を２６億１,４５３万７,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第７１号「令和５年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」について御

説明いたします。 

 歳入では、前年度繰越金の増、歳出では、前年度一般会計繰入金の精算に伴う一般会計繰出金の増な

どで、歳入歳出予算の総額に５４万７,０００円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を３

億２,８５４万７,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第７２号「令和５年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」について

御説明いたします。 

 今回の補正予算は、前年度繰越金の額の確定に伴う財源の組替えを行ったものであり、既定の歳入歳

出予算の総額３億３,７００万円に変更はございません。 

 次に、議案第７３号「令和５年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」について御説明いたし

ます。 

 資本的支出における補正増額３,３００万円の内容は、資材単価等の高騰及び水道施設の修繕等に要

する工事請負費を増額するものでございます。 

 以上で各補正予算の説明を終わります。 

 なお、詳細につきましては所管課長より説明させますので、慎重審議の上、可決くださいますようお

願いいたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 会議途中でありますが、ここで１５分間休憩いたします。 
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午前１０時５９分 休憩 

 

午前１１時１３分 再開 

○議長【髙橋正昭君】 休憩前に復して会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 所管課長の説明を求めます。企画課長。 

○企画課長【柴 光治君】 それでは、議案第６８号「令和５年度上三川町一般会計補正予算（第４

号）」につきまして御説明いたします。 

 補正予算書１２、１３ページをお開き願います。 

 ２の歳入でございます。第９款第１項１目地方特例交付金１３９万６,０００円の減額につきまして

は、減収補填特例交付金の額の確定によるものでございます。 

 第１０款第１項１目地方交付税２,５７１万５,０００円の増額につきましては、普通交付税の額の確

定によるものでございます。 

 第１４款国庫支出金、第２項国庫補助金、１目総務費補助金２,９６１万７,０００円の増額につきま

しては、１節総務管理費補助金で電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金の追加交付等によ

り３,５２４万９,０００円の増額を、デジタル基盤改革支援補助金５６３万２,０００円の減額につき

ましては、国からではなく地方公共団体情報システム機構から入金されることが判明したため、雑入で

予算措置することとしたものでございます。次に、２目民生費補助金４１５万８,０００円の減額につ

きましては、２節児童福祉費補助金で次世代育成支援対策施設整備交付金が採択となったため４００

万６,０００円の減額を、保育対策総合支援事業１５万２,０００円の減額につきましては、対象事業の

変更によるものでございます。次に、４目土木費補助金１,９５２万３,０００円の増額につきまして

は、１節道路橋梁費補助金で社会資本整備総合交付金の追加交付により３,３９９万円の増額を、道路

メンテナンス事業１,４４６万７,０００円の減額、２節都市計画費補助金１７０万２,０００円の減額

につきましては、額の確定によるものでございます。次に、６目消防費補助金１１万円の減額につきま

しては、消防費補助金が不採択となったため減額するものでございます。 

 第１５款県支出金、第２項県補助金、１目民生費補助金３２６万８,０００円の増額につきまして

は、２節児童福祉費補助金で、保育施設等物価高騰対策事業で５５万円、保育所等給食費負担軽減事業

で２３７万円、保育対策総合支援事業で３４万８,０００円をそれぞれ増額するものでございます。３

目農林水産業費補助金１万円の増額につきましては、額の確定によるものでございます。 

 第１８款繰入金、第１項特別会計繰入金、１目国民健康保険事業特別会計繰入金６２９万円、２目介

護保険事業特別会計繰入金４,４１３万８,０００円。次のページ、１４、１５ページをお開き願いま

す。３目後期高齢者医療特別会計繰入金６８万１,０００円の増額につきましては、いずれも前年度精

算によるものでございます。第２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金５億４０万３,０００円の減

額は、前年度繰越金の額の確定などによるものでございます。６目森林環境譲与税基金繰入金３５０万

円の増額は、複合施設の備品整備の財源とするため、増額をするものでございます。 

 第１９款第１項１目繰越金５億６５万５,０００円の増額につきましては、１節前年度繰越金の額の
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確定によるものでございます。 

 第２０款諸収入、第４項３目雑入１,０７４万４,０００円の増額につきましては、デジタル基盤改革

支援補助金で、先ほど第１４款の国庫支出金で減額しました５６３万２,０００円と対象事業の増加に

より追加となりました２１１万２,０００円の合わせました７７４万４,０００円を、コミュニティ助成

事業につきましては、事業が採択されたため３００万円をそれぞれ増額するものでございます。 

 第２１款第１項町債、２目土木債１,４３０万円の増額につきましては、１節道路橋梁債、道路新設

改良事業で、事業費、額の確定見込みのため増額するものでございます。３目消防債６０万円の減額に

つきましては、消防ポンプ自動車の備品の装備品の一部が対象とならないため減額するものです。４目

臨時財政対策債３,２９２万８,０００円の減額につきましては、発行可能額が確定したため減額するも

のでございます。 

 以上で、歳入の説明を終わりにします。 

○議長【髙橋正昭君】 デジタル推進室長。 

○デジタル推進室長【田仲進壽君】 続きまして、歳出に移ります。資料の１６、１７ページをお開き

ください。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、８目企画費、補正額２６２万７,０００円の増につきましては、

自治体ＤＸの推進に関する予算としまして、１２節委託料では、自治体ＤＸの重点取組み事項の一つで

あります自治体情報システムの標準化、共通化を進めていく上で必要な戸籍に係る既存データを整理す

る作業を委託する経費として２１１万２,０００円を、１３節使用料及び賃借料では、職員間はもとよ

り、他の自治体とのコミュニケーションの円滑化、情報の共有による情報の高度化を図ることを目的と

したリアルタイムコミュニケーションツール、こちらを使用するための経費として５１万５,０００円

を計上したものでございます。 

○議長【髙橋正昭君】 住民課長。 

○住民課長【田仲有紀君】 第３項戸籍住民基本台帳費、２目住民情報管理費、１２節委託料３０

万８,０００円の増額につきましては、住民基本台帳ネットワークシステム附票アプリケーション適用

作業に伴う機器の改修でございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長【高橋文枝君】 続きまして、第３款民生費、第２項児童福祉費、１目児童福祉総務

費、補正額２１５万９,０００円の増額につきましては、１２節委託料、計画策定に係る費用で、物価

高騰や労務単価の引上げ等に伴う増額分４９万７,０００円を、２２節償還金、利子及び割引料で、令

和４年度児童手当の額の確定見込みに伴う国・県負担金の一部を返還するものとして１６６

万２,０００円を計上するものです。３目子ども・子育て支援費、補正額２,８６９万５,０００円の増

額につきましては、１８節負担金、補助及び交付金で、補助金では、特定教育・保育施設等助成事業で、

保育園でのおむつの処分を推進するため、保育園が設置するごみ箱等の費用助成と、昨年度同様に実施

する保育所等の給食の食材料費における物価高騰分の助成等で２４１万６,０００円を増額補正します。

交付金では、保育施設等への電気代などの物価高騰対策といたしまして、１施設当たり５万円を支給す



17 

るものといたしまして、１１施設で合計５５万円を補助するもので、給食食材料費、それから、物価高

騰対策につきましては、県予算に基づき実施するものでございます。また、２２節償還金、利子及び割

引料で、令和４年度分の各事業費の確定見込みに伴う国・県負担金、補助金の一部を返還するものとし

て、合計で２,５７２万９,０００円を増額補正するものです。４目子育て支援センター費は、予定して

いた国の補助金が補助対象項目の変更により対象外となったため、財源振替を行うものでございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 農政課長。 

○農政課長【松本勝彦君】 続きまして、第６款農林水産業費、第１項農業費、３目農業振興

費２,４３０万円の増額につきましては、１０節需用費１万円は、県の補助金でございます多面的機能

支払事業補助金の交付額確定に伴う事務経費の補正、また、１８節負担金、補助及び交付金２,４２９

万円につきましては、昨年同様に原油価格・物価高騰対策農業者支援事業を実施するための補正でござ

いまして、昨年度は一律３万円の交付でございましたが、本年度につきましては、認定農業者は５万円

へ、そのうち水田耕作面積１ヘクタール以上の方、又は畜産事業者の方につきましては１０万円へ増額

する予定でございます。続きまして、５目農地費１,１６６万３,０００円の減額につきましては、農業

集落排水事業特別会計の補正に伴う２７節繰出金の補正でございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 商工課長。 

○商工課長【保坂武志君】 続きまして、予算書の１８ページ、１９ページをお開きください。 

 第７款第１項商工費、２目商工振興費、７節報償費１５万円及び１２節委託料２,５７９万８,０００

円の増額は、議員全員協議会時に御報告いたしました土地利用構想（案）に係る道の駅の基本構想、基

本計画を策定するため予算化するものでございます。同じく、１８節負担金、補助及び交付

金２,４６０万円の増額は、エネルギー価格等高騰の影響を受けました中小企業者等への支援策といた

しまして、エネルギー経費への助成を行うため、交付金の増額補正を行うものとなります。具体的な内

容といたしましては、上限を３０万円とし、燃料油経費又は電力経費のいずれか３カ月分に対し、支払

い額の２０％を助成するものでございます。 

 続きまして、３目産業団地整備推進費、１０節需用費１万４,０００円及び１２節委託料３,７１３

万６,０００円の増額は、道の駅同様に土地利用構想（案）に係る産業団地基本計画を策定するため予

算化するものとなります。 

 第７款商工費に係る説明は以上となります。 

○議長【髙橋正昭君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【神永 理君】 続きまして、第８款土木費、第２項道路橋梁費、３目道路新設改良

費、１２節委託料４,０００万円の減額補正につきましては、町道４－３６６号線において、当初、道

路占用物周辺の道路工事を道路占用者に委託して実施する予定でしたが、道路占用者との協議の結果、

安全に配慮して工事を実施することにより町発注工事での対応が可能であることから減額するものです。

また、１４節工事請負費９,６８０万円の増額補正につきましては、１２節で減額した道路占用者に委

託予定だった工事の増額と社会資本整備総合交付金の交付決定額確定に伴い増額するものです。次
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に、４目橋梁維持費、１４節工事請負費２,０００万２,０００円の減額補正につきましては、社会資本

整備総合交付金の交付決定額確定に伴い減額するものです。 

 次に、第４項都市計画費、１目都市計画総務費につきましては、社会資本整備総合交付金の交付決定

額確定に伴い、その財源の内訳を国・県支出金から一般財源に振り替えるものです。 

 第８款土木費の説明は以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 総務課長。 

○総務課長【星野和弘君】 続きまして、第９款第１項消防費、２目非常備消防費につきましては、令

和５年度コミュニティ助成事業、助成金が採択となったため、消防団員の編上靴の財源１００万円を一

般財源から特定財源に組み替えるものでございます。３目消防施設費につきましては、消防団のポンプ

車の額の確定により６０万円を地方債から一般財源に組み替えるものでございます。４目水防費、１０

節需用費３３万円の減額は消防団設備整備費補助金の不採択によるものでございます。５目災害対策

費、１８節負担金、補助及び交付金２００万円の増額は、本郷台第１自治会、自主防災組織の防災資機

材について、コミュニティ助成事業助成金が採択されたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【髙橋正昭君】 教育総務課長。 

○教育総務課長【佐藤史久君】 ２０ページ、２１ページをお開きください。 

 第１０款教育費、第１項教育総務費、２目事務局費、補正額７万２,０００円の増額は、７節報償費

で、休日部活動の地域移行に向けた中学校の部活動検討委員会の委員に対する謝礼を計上したものでご

ざいます。続きまして、４目教育支援費、補正額１万２,０００円の増額は、１節報酬７,０００円及

び８節旅費５,０００円の増額で、いずれも障がいのある児童生徒の適正な教育支援を図るために開催

される教育支援委員会の委員を新たに一人委嘱するに当たり、必要な経費を計上したものでございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【深谷 昇君】 続きまして、第４項社会教育費、１目社会教育総務費５,５５３

万２,０００円の減額は、１節報酬で、令和５年４月１日より施行した上三川町男女共同参画推進条例

に規定された男女共同参画審議会委員への報酬を８万１,０００円増額し、１０節需用費で、１１月に

開催される第５４回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会に、本町の社会教育委員へ出席の要請があ

ったことから、資料代として２万５,０００円を増額し、１７節備品購入費で（仮称）上三川町生涯学

習・子育て支援複合施設の多目的ホールに設置する移動観覧席について、工事の安全、円滑な施行を図

るため、本工事に含め増工することとなったことから５,５６３万８,０００円を減額するものです。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 企画課長。 

○企画課長【柴 光治君】 それでは、ページを戻っていただきまして、６ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正でございます。こちらの補正につきましては、追加としまして第２款総務費、

第１項総務管理費でネットワーク整備事業の６０２万円から２段下がりました第７款第１項商工費、道

の駅整備推進事業の２,７２９万８,０００円までの３事業について、いずれも令和５年度内の事業完了
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が困難であるため、繰越明許するものでございます。 

 次に、第３表債務負担行為補正、追加でございます。ＬＧＷＡＮ接続系ネットワーク機器等賃貸借に

おいて、期間を令和５年度から令和１１年度まで、限度額を３,５４７万円に設定するものでございま

す。 

 次に、債務負担行為補正、変更でございます。子ども・子育て支援事業計画策定事業におきまして、

人件費の高騰などにより１１５万２,０００円を増額し、限度額を２９４万５,０００円とするものでご

ざいます。 

 次に、第４表地方債補正、変更でございます。２の道路新設改良事業、６の消防防災施設整備事

業、７の臨時財政対策債につきまして、先ほど歳入で御説明させていただきましたように、補正前の限

度額を補正後の限度額にそれぞれ改めるものでございます。 

 以上で「令和５年度上三川町一般会計補正予算（第４号）」の説明を終わりにさせていただきます。 

○議長【髙橋正昭君】 住民課長。 

○住民課長【田仲有紀君】 続きまして、議案第６９号「令和５年度上三川町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）」について御説明いたします。 

 補正予算書の１２ページ、１３ページをお開き願います。２の歳入から御説明いたします。 

 第７款第１項繰入金、２目１節基金繰入金、１,３８０万１,０００円の減額は、前年度繰越金の増額

により財源が確保されたため減額するものでございます。 

 第８款第１項１目繰越金、１節前年度繰越金２,００９万１,０００円の増額は、前年度繰越金が確定

したことに伴い補正するものでございます。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。３、歳出について御説明いたします。 

 第９款諸支出金、第２項繰出金、１目一般会計繰出金、２７節繰出金６２９万円の増額は、令和４年

度の職員給与費等繰入金などの一般会計繰入金の精算により、一般会計へ返還するものでございます。 

 以上で議案第６９号「令和５年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」の説明を

終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 健康福祉課長。 

○健康福祉課長【浜野知子君】 続きまして、議案第７０号「令和５年度上三川町介護保険事業特別会

計補正予算（第１号）」について御説明いたします。 

 補正予算書の１２ページ、１３ページをお開き願います。２の歳入から御説明いたします。 

 第４款第１項支払基金交付金、２目地域支援事業支援交付金の１１０万９,０００円の増額補正につ

きましては、地域支援事業費の追加交付によるものでございます。 

 第６款財産収入、第１項財産運用収入、１目利子及び配当金の４,０００円の増額補正につきまして

は、介護給付費準備基金の積立てに伴う利子によるものでございます。 

 次の第８款第１項１目繰越金の２億１,２４２万４,０００円の増額補正につきましては、令和４年度

の繰越額の確定によるものでございます。 

 続きまして、１４ページ、１５ページをお開き願います。３の歳出について御説明いたします。 

 第２款保険給付費、第２項介護予防サービス等諸費、５目介護予防福祉用具購入費の３４
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万８,０００円の増額補正につきましては、要支援の方の福祉用具購入が当初見込みより多かったこと

によるものでございます。 

 第４款第１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金の７,１６８万７,０００円の増額補正につ

きましては、事業費確定に伴う精算額を介護給付費準備基金に積み立てるものでございます。 

 第５款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、２目償還金の９,７５６万３,０００円の増額補正に

つきましては、令和４年度の事業費確定に伴い、国、県、社会保険診療報酬支払基金へ返還するもので

ございます。第２項繰出金、１目一般会計繰出金の４,４１３万８,０００円の増額補正につきましては、

令和４年度の事業費確定に伴う一般会計への返還金でございます。 

 次の第６款第１項１目予備費の１９万９,０００円の減額補正につきましては、令和４年度の事業費

確定に伴う予備費の減額でございます。 

 以上で、介護保険事業特別会計補正予算の説明を終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 住民課長。 

○住民課長【田仲有紀君】 続きまして、議案第７１号「令和５年度上三川町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）」ついて御説明いたします。 

 補正予算書の１２、１３ページをお開き願います。２の歳入から御説明いたします。 

 第５款第１項繰越金、１目１節前年度繰越金５４万７,０００円の増額は、前年度の繰越金が確定し

たことに伴い補正するものでございます。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。３の歳出について御説明いたします。 

 第３款諸支出金、第２項繰出金、１目一般会計繰出金、２７節繰出金６８万１,０００円の増額は、

令和４年度の事務費繰入金などの一般会計繰入金の精算により、一般会計へ返還するものでございます。 

 第４款第１項１目予備費１３万４,０００円の減額は、歳入歳出を調整するものでございます。 

 以上で、議案第７１号「令和５年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」の説明を

終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【川島勝也君】 続きまして、議案第７２号「令和５年度上三川町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第１号）」について御説明いたします。 

 補正予算書の８、９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、第３款第１項繰入金、１目一般会計繰入金の１,１６６万３,０００円の減額及

び第４款第１項１目繰越金の１,１６６万３,０００円の増額は、令和４年度の決算による前年度繰越金

の額の確定に伴い、財源の組替えを行うものであります。既定の歳入歳出予算の総額３億３,７００万

円に変更はございません。 

 以上で、議案第７２号「令和５年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」につい

て説明を終わります。 

 続きまして、議案第７３号「令和５年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」について御説明

いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開き願います。補正予算参考資料により御説明いたします。 
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 資本的収入及び支出の支出になりますが、第１款水道事業支出、第１項建設改良費、１目水道事業施

設整備費、４節工事請負費３,３００万円の増額につきましては、工事の資材単価等の高騰及び漏水に

伴う配水管の雪害や、地下水をくみ上げる取水ポンプなどの水道施設の修繕等に係る費用でございます。 

 以上で、議案第７３号「令和５年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」について説明を終わ

ります。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから順次、採決いたします。 

 議案第６８号「令和５年度上三川町一般会計補正予算（第４号）」を原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【髙橋正昭君】 起立全員です。したがって、議案第６８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６９号「令和５年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【髙橋正昭君】 起立全員です。したがって、議案第６９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７０号「令和５年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」を原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【髙橋正昭君】 起立全員です。したがって、議案第７０号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７１号「令和５年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」を原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【髙橋正昭君】 起立全員です。したがって、議案第７１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７２号「令和５年度上三川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【髙橋正昭君】 起立全員です。したがって、議案第７２号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７３号「令和５年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」を原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長【髙橋正昭君】 起立全員です。したがって、議案第７３号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 日程第２３、議案第７４号「令和４年度上三川町一般会計歳入歳出決算の認定

について」から、日程第２９、議案第８０号「令和４年度上三川町下水道事業会計剰余金の処分及び決

算の認定について」までの７議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました議案第７４号から議案第８０号までの決算の認定関係

につきまして、各会計決算の概要について一括して御説明いたします。 

 別冊でお配りいたしました「令和４年度上三川町一般会計・特別会計、水道事業会計及び下水道事業

会計決算の概要と主要施策の説明書」を御覧いただきたいと存じます。 

 ２ページをお開きください。一般会計につきましては、当初予算額１１４億４,２００万円、継続費

及び繰越事業費４億６,３４３万３,０００円を計上し、総額２２億３,１８３万４,０００円の増額補正

を行い、最終予算総額は１４１億３,７２６万７,０００円となりました。歳入決算額は１２７

億１,７２７万４,０８２円、前年度と比較して６億１,９７０万６,３２５円、４.６％の減となりまし

た。また、歳出決算額は１１６億４１９万６,３３４円、前年度と比較して６億７,７４０万６,０４８

円、５.５％の減となりました。この結果、形式的な収支差引額は１１億１,３０７万７,７４８円とな

りました。実質収支は８億６５万５,７４８円の黒字となり、これを次年度に繰り越すことになります。 

 次に、歳入について、構成比は、町税５０.１％、国庫支出金１６.０％、繰越金８.３％、県支出

金７.２％の順になっています。財源別では、収入調達の分類で、自主財源７８億９,９６９

万３,０００円、構成比６２.１％、依存財源４８億１,７５８万１,０００円、構成比３７.９％、使途

の分類で、一般財源９６億２,３２８万２,０００円、構成比７５.７％、特定財源３０億９,３９９

万２,０００円、構成比２４.３％となりました。 

 続いて、歳出について、構成比は、民生費３７.９％、教育費１１.５％、土木費１０.８％、総務

費１０.１％の順になっています。また、性質別構成比は、扶助費２４.１％、補助費等１８.２％、物

件費１５.８％、人件費１３.９％の順になっています。義務的経費、任意的経費の区分では、義務的経

費５３億４,３４６万１,０００円、構成比４６.０％、任意的経費６２億６,０７３万５,０００円、構

成比５４.０％となりました。また、消費的経費・投資的経費・その他の経費の区分では、消費的経

費８３億８,２５４万２,０００円、構成比７２.２％、投資的経費８億７,５７４万６,０００円、構成

比７.６％、その他の経費２３億４,５９０万８,０００円、構成比２０.２％となりました。 

 なお、町債の令和４年度末現在高は６０億１１万２,２０９円で、町民一人当たりの現在高は１９

万４,４３０円となりました。 

 以上が一般会計決算の概要であり、主な事務事業の概要と成果については５ページ、６ページに目を

通していただきたいと思います。 

 次に、特別会計等について、会計別に順を追って御説明いたします。７ページをお開きください。 

 まず、国民健康保険事業特別会計決算は、歳入２９億１,９９６万１,８４０円、前年度対
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比５,６３４万４,４６３円、２.０％の増、歳出２８億７,８９７万２,３７５円、前年度対比８,７４５

万２,４５４円、３.１％の増で、差引き４,０９８万９,４６５円を次年度に繰り越すことになりました。 

 次に、介護保険事業特別会計決算は、歳入２４億８３９万５,１６６円、前年度対比３,５８７

万４,７４３円、１.５％の増、歳出２１億９,０４３万４３７円、前年度対比２,８９９万５,６８１

円、１.３％の減で、差引き２億１,７９６万４,７２９円を次年度に繰り越すことになりました。 

 次に、後期高齢者医療特別会計決算は、歳入３億８７４万１,９１０円、前年度対比２,３８３

万１,２３３円、８.４％の増、歳出３億５１１万６,０４２円、前年度対比２,２７２万８,４２５

円、８.０％の増で、差引き３６２万５,８６８円を次年度に繰り越すことになりました。 

 次に、農業集落排水事業特別会計決算は、歳入３億３,３６９万１,６２８円、前年度対比１,１６３

万２,８２３円、３.６％の増、歳出３億１,８０２万８,３６２円、前年度対比５４６万９,５４４

円、１.７％の増で、差引き１,５６６万３,２６６円を次年度に繰り越すことになりました。 

 次に、水道事業について、給水戸数１万１,７１６戸、給水人口２万８,８１６人、給水区域内普及率

が９３.４％となり、前年度より１.４ポイント増加しました。 

 収益的収入及び支出の決算は、収入総額６億１,１２２万６９４円、支出総額５億７,３０２

万１,０８５円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出の決算は、収入総額２,４４６万７,８７４円、支出総額６億６,２７９

万１,３２０円となりました。 

 最後に、下水道事業について、接続戸数９,１８０戸、接続人口２万２,３５８人、接続率

は８９.２％となり、前年度より０.７ポイント増加しました。 

 収益的収入及び支出の決算は、収入総額８億９５７万７,７５８円、支出総額７億９,１９５

万２,６６１円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出の決算は、収入総額６億９,７５８万７,１５０円、支出総額７

億４,７１８万２,３７３円となりました。 

 以上で、令和４年度における各会計決算の概要と、主要施策の成果について説明を終わります。 

 なお、決算書の内容につきましては、会計管理者及び上下水道課長より説明させます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 会議途中でありますが、昼食のため、休憩いたします。午後１時から再開いた

します。 

午前１１時５５分 休憩 

 

午後１時００分 再開 

○議長【髙橋正昭君】 休憩前に復して会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 会計管理者及び上下水道課長の説明を求めます。会計管理者。 

○会計管理者【日野妙子君】 それでは、別冊の令和４年度決算書を御用意ください。 

 先ほど、町長より、決算の概要と主要施策について説明がございましたので、重複しないよう、主な
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ものについて御説明いたします。 

 まず、一般会計の歳入から御説明いたします。１３、１４ページをお開き願います。 

 第１款町税、右側１４ページ一番上の段、左から２列目、収入済額は６３億７,７５９万９,５７６円

でございます。 

 前年度と比較いたしまして５億９,０３１万５３４円の増となりました。これは主に償却資産が増加

したことにより固定資産税が増加したためでございます。その右側、不納欠損額は１,４２９

万６,６８６円で、内訳は、町民税の個人が１０８人、法人が６社、固定資産税が８１人、都市計画税

が３８人、軽自動車税が５８人、実人数では２３６人分の不納欠損をいたしました。次に、その右側、

収入未済額は１億４,１３９万６,７２５円で、内訳は、町民税の個人が１,０５６人、法人が２３社、

固定資産税が８１４人、都市計画税が２６５人、軽自動車税が３５０人、実人数では１,５２２人分で

ございます。町税全体の調定額に対する徴収率につきましては、備考欄にありますように９７.６％、

前年度と比較いたしまして０.４ポイントの増でございます。 

 続きまして、２１、２２ページをお開き願います。 

 第１２款分担金及び負担金、第１項負担金、１目民生費負担金、１節児童福祉費負担金は保育料で、

右側２２ページ下から４段目、左から２列目、収入済額は５,２２２万８,２８０円、内訳は備考欄記載

のとおりでございます。右から２列目、収入未済額は１５６万３,５６０円で、現年度３人分、過年

度９人分でございます。 

 続きまして、２３、２４ページをお開き願います。 

 第１３款使用料及び手数料、第１項使用料、５目土木使用料、３節住宅使用料は、町営住宅及びこれ

に附帯する駐車場の使用料でございます。右側２４ページ下から４段目、左から２列目、収入済額

は２,４１４万９,０２０円、内訳は備考欄記載のとおりでございます。右から２列目、収入未済額

は２５３万７,９００円で、１３世帯分でございます。 

 続きまして、４５、４６ページをお開き願います。 

 第２０款諸収入、第３項貸付金元利収入、２目住宅新築資金等貸付金元利収入、１節滞納繰越分でご

ざいます。右側４６ページ上から８段目、左から２列目、収入済額は１８万６,０００円、内訳は備考

欄記載のとおりでございます。右から２列目、収入未済額は２,９１６万３,０４６円、内訳は住宅新築

資金５人分、住宅改修資金１人分、宅地取得資金６人分で、貸付実人数は６人でございます。 

 次の４７、４８ページをお開き願います。 

 一番下の段を御覧ください。一般会計歳入合計でございます。右側４８ページ一番左の列、調定額の

合計は１２９億６２３万１,９９９円、その右、収入済額の合計は１２７億１,７２７万４,０８２円で、

調定額に対する収入率は９８.５％でございます。 

 続きまして、一般会計歳出について御説明いたします。歳出につきましては、この後予定されており

ます決算特別委員会で各所管課より説明がございますので、私からは予備費充当の主なものを申し上げ

ます。 

 それではまず、７７、７８ページをお開き願います。 

 右側、７８ページの備考欄の上から６段目の１２０万円の充当です。こちらにつきましては、第３款
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民生費、第１項社会福祉費、２目障害者福祉費、１４節工事請負費で、上三川ふれあいの家ひまわり南

館事務室の空調機が故障し、早急に修繕が必要になったため充当したものでございます。 

 続きまして、１４３、１４４ページをお開き願います。 

 右側１４４ページ、備考欄の下から３段目、９６万９,０００円につきましては、第１０款教育費、

第４項社会教育費、２目公民館費、１０節需用費で、内訳といたしましては、中央公民館執務室内の空

調設備が故障し、修繕したために７５万５,０００円を、また、中央公民館の誘導灯と誘導標識本体不

良により交換が必要になったため２１万４,０００円を充当したものでございます。 

 続きまして、１５５、１５６ページをお開き願います。 

 一番下の段、一般会計歳出合計でございます。左側１５５ページ右から３列目、予算現額の合計

は１４１億３,７２６万７,０００円でございます。右側１５６ページ一番左の列、支出済額の合計

は１１６億４１９万６,３３４円で、予算現額に対する執行率は８２.１％でございます。 

 続きまして、国民健康保険事業特別会計について御説明いたします。１６５、１６６ページをお開き

願います。 

 まず、歳入でございます。右側１６６ページ一番上の段、第１款保険税、左から２列目、収入済額

は５億８,１６０万６,９３０円。その右、不納欠損額は１,６６０万３,３４４円で、７６人分でござい

ます。その右、収入未済額は１億４,５３９万４,３０７円で、９１３人分でございます。保険税の調定

額に対する徴収率は７８.１％で、前年度と比較いたしまして０.８ポイントの増でございます。 

 １７５、１７６ページをお開き願います。 

 一番下の段を御覧ください。歳入合計でございます。右側１７６ページ一番左の列、調定額の合計

は３０億８,１９５万９,４９１円、その右、収入済額の合計は２９億１,９９６万１,８４０円で、調定

額に対する収入率は９４.７％でございます。 

 続きまして、１９３、１９４ページをお開き願います。 

 一番下の段を御覧ください。歳出合計でございます。左側１９３ページ右から３列目、予算現額の合

計は２９億９,４９９万７,０００円、右側１９４ページ、一番左の列、支出済額の合計は２８

億７,８９７万２,３７５円で、予算現額に対する執行率は９６.１％でございます。 

 続きまして、介護保険事業特別会計について御説明いたします。２０３、２０４ページをお開き願い

ます。 

 歳入でございます。第１款保険料、右側２０４ページ一番上の段、左から２列目、収入済額は５

億７,１０７万７,９０３円、その右、不納欠損額は９８万７５０円で、２５人分でございます。その右、

収入未済額は７９９万１９６円で、１６９人でございます。調定額に対する徴収率は９８.４％で、前

年度からの増減はございません。 

 ２１３、２１４ページをお開き願います。 

 歳入合計でございます。右側２１４ページ一番下の段、一番左の列、調定額の合計は２４

億１,７３６万６,１１２円、その右、収入済額の合計は２４億８３９万５,１６６円で、調定額に対す

る収入率は９９.６％でございます。 

 ２３１、２３２ページをお開き願います。 
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 一番下の段を御覧ください。歳出合計でございます。左側２３１ページ右から３列目、予算現額の合

計は２４億９,８０６万９,０００円、右側２３２ページ、一番左の列、支出済額の合計は２１

億９,０４３万４３７円で、予算現額に対する執行率は８７.７％でございます。 

 続きまして、後期高齢者医療特別会計について御説明いたします。２４１、２４２ページをお開き願

います。 

 歳入でございます。第１款保険料、右側２４２ページ一番上の段、左から２列目、収入済額は２

億３,９０１万９,１１９円。その右、不納欠損額は１０万５,５００円で、５人分でございます。その

右、収入未済額は１５６万１,１２３円で、３３人分でございます。保険料の調定額に対する徴収率

は９９.２％で、前年度と比較いたしまして０.３ポイントの減となりました。 

 ２４５、２４６ページをお開き願います。 

 歳入合計でございます。右側２４６ページ一番下の段、一番左の列、調定額の合計は３億１,０４０

万８,５３３円。その右、収入済額の合計は３億８７４万１,９１０円で、調定額に対する収入率

は９９.４％でございます。 

 続きまして、２４９、２５０ページをお開き願います。 

 一番下の段を御覧ください。歳出合計でございます。左側２４９ページ右から３列目、予算現額の合

計は３億７１２万９,０００円、右側２５０ページ、一番左の列、支出済額の合計は３億５１１

万６,０４２円で、予算現額に対する執行率は９９.３％でございます。 

 続きまして、農業集落排水事業特別会計について御説明いたします。２５９、２６０ページをお開き

願います。 

 歳入でございます。第１款分担金及び負担金、第１項分担金、１目農業集落排水事業費分担金、１節

農業集落排水事業費分担金、右側２６０ページ上から４段目、左から２列目、収入済額は６６９

万７,１００円で、内訳は備考欄記載のとおりでございます。右から２列目、収入未済額は９２

万２,２００円で、３１人分でございます。 

 続きまして、同じページ、第２款使用料及び手数料、第１項使用料、１目１節農業集落排水使用料、

右側２６０ページ上から８段目、左から２列目、収入済額は５,７０９万９,３４１円で、内訳は備考欄

に記載のとおりでございます。右から２列目、収入未済額は４６万１,８４６円で、１３１人分でござ

います。 

 次の２６１、２６２ページをお開き願います。 

 歳入合計でございます。２６２ページ、一番下の段、一番左の列、調定額の合計は３億３,５０７

万５,６７４円。その右、収入済額の合計は３億３,３６９万１,６２８円で、調定額に対する収入率

は９９.６％でございます。 

 続きまして、２６５、２６６ページをお開き願います。 

 一番下の段を御覧ください。歳出合計でございます。左側２６５ページ右から３列目、予算現額の合

計は３億３,３１１万７,０００円、右側２６６ページ、一番左の列、支出済額の合計は３億１,８０２

万８,３６２円で、予算現額に対する執行率は９５.５％でございます。 

 次に、２６９、２７０ページをお開き願います。 
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 一般会計、特別会計実質収支に関する調書でございます。実質収支額の各会計総合計額は、２７０ペ

ージの右下にありますように１０億７,８８９万９,０７６円で、一般会計及び特別会計は黒字決算とな

りました。 

 各会計の収支につきましては、先ほど町長から説明がありましたので、私のほうからは省略させてい

ただきます。 

 次に、２７３、２７４ページをお開き願います。 

 財産に関する調書でございます。１の公有財産から２の物品につきまして、決算年度中に増減があっ

たものにつきまして、主なものを御説明いたします。 

 （１）土地及び建物について御説明いたします。２７３ページ一番下の段、総合計の欄を御覧くださ

い。まず、土地につきましては、左から２列目、決算年度中増減高４,８６４.２５平方メートルの増は、

生沼家住宅の取得や旧殿山配水場の企業会計からの移行によるものでございます。建物の、右側２７４

ページ一番下の段、右から２列目、延面積合計の決算年度中増減高４３７.８３平方メートルの増につ

きましても、生沼家住宅本宅の寄附や旧殿山配水場施設の企業会計からの移行によるものでございます。 

 続きまして、次の２７５ページをお開き願います。 

 （３）出資による権利について御説明いたします。表の下から２段目、公益信託上三川町ふるさと人

材育成奨学基金につきましては、決算年度中増減高２４１万９,３７６円の減でございます。こちらは、

主に学資給付によるもので、件数は１０件でございました。決算年度末現在高の合計は９,８０３

万６,８１６円となりました。 

 続きまして、２７６ページ、２の物品でございますが、詳細につきましては、表のとおりでございま

すので、省略させていただきます。 

 続きまして、２７７、２７８ページをお開き願います。 

 ３の債権でございます。住宅新築資金貸付金等の決算年度中の増減高は１０万４,０００円の減で、

表記載のとおり返済がございましたので、決算年度末現在高は２,４３６万９,２００円でございます。 

 続きまして、４の基金でございます。財政調整基金から２７９ページ一番下の新型コロナウイルス感

染症対応基金までの１５基金全体の決算年度末の現在高は６８億４,６６１万６,１４３円でございます。 

 個別の基金につきましては、記載のとおりでございますので、説明は省略させていただきます。 

 次に、２８１、２８２ページを御覧ください。 

 印紙等購買基金運用状況調書でございます。印紙、証紙につきましては、旅券事務執行等に伴う印紙、

証紙の購入及び売りさばきでございます。決算年度末現在高はここに記載のとおりでございますので、

説明は省略させていただきます。 

 以上で、一般会計、特別会計決算書の主な内容について説明を終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【川島勝也君】 続きまして、「令和４年度上三川町水道事業会計剰余金の処分及び決

算の認定について」、御説明させていただきます。 

 ２８５、２８６ページをお開き願います。 

 決算報告書（１）収益的収入及び支出の収入でございます。第１款水道事業収益は、決算額６
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億１,１２２万６９４円で、対前年度比０.６％の減でございます。第１項営業収益４億６,２２５

万４,５０４円は、主に水道料金と加入金でございます。第２項営業外収益１億４,８９６万６,１９０

円は、主に長期前受金戻入と他会計補助金でございます。 

 次に、支出ですが、第１款水道事業費用、決算額は５億７,３０２万１,０８５円で、対前年度

比４.６％の増でございます。第１項営業費用５億３,５４７万２,４６７円は、主に経常経費と減価償

却費でございます。第２項営業外費用３,７５３万２,７３０円は、企業債支払利息等でございます。 

 次のページ、２８７、２８８ページをお開き願います。 

 （２）資本的収入及び支出のまず収入でございます。 

 第１款水道事業収入は、決算額２,４４６万７,８７４円で、対前年度比３.８％の減でございます。

収入の内訳ですが、第３項負担金２,４４６万７,８７４円は、消火栓設置及び県事業に伴う水道管移設

等に係る負担金でございます。 

 次に、支出でございます。 

 第１款水道事業支出は、決算額６億６,２７９万１,３２０円で、対前年度比１０.８％の増でござい

ます。第１項建設改良費２億３,８０７万２,２０４円は、配水管布設等の工事請負費でございます。

第２項企業債償還金１億３,６０９万２,１１６円は、企業債の元金償還金でございます。第３項投資有

価証券購入費２億８,８６２万７,０００円は、国債の購入費用でございます。 

 なお、２８７ページの下段に表示しております決算額において、資本的収入額が資本的支出額に不足

する額６億３,８３２万３,４４６円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度分損

益勘定留保資金をもって補塡したものでございます。 

 続きまして、次のページ、２８９ページをお開き願います。 

 令和４年度損益計算書について御説明いたします。この計算書は、水道事業の１年間の収益と費用の

状態を明らかにしたものを税抜きで表したものでございます。 

 まず、１の営業収益より２の営業費用を差し引いた営業利益は、一番右の列の中段になります

が、９,９３５万９,１０２円のマイナスでありました。次に、３の営業外収益から４の営業外費用を差

し引いた営業外収支は、一番右の列の下から２番目にありますように１億１,８６３万８,９５３円でご

ざいました。営業利益と営業外収支を足しました経常利益は、最下段にありますように１,９２７

万９,８５１円となりました。 

 次のページ、２９０ページに移りまして、当年度純利益は、一番右の列の上から２段目にありますよ

うに１,９２６万５,２８２円で、対前年度比６４.５％の減となりました。なお、前年度繰越利益剰余

金はございませんでしたので、当年度未処分利益剰余金は当年度純利益と同額となります。 

 続きまして、２９３ページをお開き願います。令和４年度上三川町下水道事業剰余金処分計算書

（案）でございます。先ほど損益計算書で説明いたしました当年度未処分利益剰余金の１,９２６

万５,２８２円を建設改良積立金の積立てといたしまして処分するものでございます。なお、決算に関

する説明書といたしまして、２９１ページの剰余金計算書、２９４ページからのキャッシュ・フロー計

算書、貸借対照表、決算付属書類等を添付しております。決算付属書類につきましては、後日予定され

ております決算特別委員会で御説明いたします。 
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 以上で、「令和４年度上三川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について」の説明を終わら

せていただきます。 

 続きまして、「令和４年度上三川町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について」、御説明

させていただきます。 

 ３２５、３２６ページをお開き願います。 

 決算報告書（１）収益的収入及び支出のまず収入でございます。第１款下水道事業収益は、決算額８

億９５７万７,７５８円で、対前年度比１.３％の増でございます。第１項営業収益３億８２１

万５,１８９円は、主に下水道使用料及び雨水処理負担金でございます。第２項営業外収益５億１３６

万２,５６９円は、主に長期前受金戻入、一般会計補助金でございます。 

 次に、支出でございます。第１款下水道事業費用、決算額は７億９,１９５万２,６６１円で、対前年

度比０.４％の増でございます。第１項営業費用７億３５９万５,６７７円は、主に経常経費と減価償却

費でございます。第２項営業外費用８,８３５万６,９８４円は、企業債支払利息等でございます。 

 次のページ、３２７、３２８ページをお開き願います。 

 （２）資本的収入及び支出のまず収入でございます。第１款下水道事業収入は、決算額６

億９,７５８万７,１５０円で、対前年度比３.７％の増でございます。主な収入ですが、第１項企業

債１億８,５７０万円は、建設改良費に係る企業債でございます。第２項出資金２,４７３万６,０００

円は、一般会計からの出資金でございます。第３項他会計補助金３億１,６３１万７,０００円は、一般

会計からの補助金でございます。第５項国庫補助金９,９６０万７,０００円は、建設改良費に係る国庫

補助金でございます。第６項負担金７,１２２万７,１５０円は、受益者負担金及び県事業に伴う下水道

管移設等に係る負担金でございます。 

 次に、支出でございます。第１款下水道事業支出は、決算額７億４,７１８万２,３７３円で、対前年

度比４.３％の増でございます。第１項建設改良費３億７,７３６万３,２３０円は、雨水整備や下水道

管布設等の工事請負費でございます。第２項企業債償還金３億６,９８１万９,１４３円は、企業債の元

金を償還したものでございます。 

 なお、３２７ページの下段に表示しております決算額において、資本的収入額が資本的支出額に不足

する額４,９５９万５,２２３円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整税額、過年度分損益

勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金をもって補塡したものでございます。 

 続きまして、次のページ、３２９ページをお開き願います。 

 令和４年度損益計算書について御説明いたします。この計算書は、下水道事業の１年間の収益と費用

の状態を明らかにしたものを税抜きで表したものでございます。 

 まず、１の営業収益より２の営業費用を差し引いた営業利益は、一番右の列の中段になりますが、４

億３０５万５,９７０円のマイナスでありました。次に、３の営業外収益から次のページ、３３０ペー

ジの４の営業外費用を差し引いた営業外収支は、一番右の列の最上段にありますように、４

億２,００１万８,５９０円でございました。営業利益と営業外収支を足しました経常利益は、一番右の

列の上から２段目にありますように１,６９６万２,６２０円となりました。当年度純利益は、一番右の

列の下から３段目にありますように１,６９６万２,６２０円で、対前年度比１７.４％の増となりまし
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た。なお、前年度繰越利益剰余金はございませんでしたので、当年度未処分利益剰余金は当年度純利益

と同額となります。 

 続きまして、３３３ページをお開き願います。令和４年度上三川町下水道事業剰余金処分計算書

（案）でございます。先ほど損益計算書で説明いたしました当年度未処分利益剰余金の１,６９６

万２,６２０円を減債積立金の積立てといたしまして処分するものでございます。 

 なお、決算に関する説明書としまして、３３１ページの剰余金計算書、３３４ページからのキャッシ

ュ・フロー計算書、貸借対照表、決算付属書類等を添付しております。決算付属書類につきましては、

後日予定されております決算特別委員会で御説明させていただきます。 

 以上で、「令和４年度上三川町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について」の説明を終わ

らせていただきます。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたので、ここで監査委員の審査意見を求めます。

舘野代表監査委員。 

（代表監査委員 舘野治信君 登壇） 

○代表監査委員【舘野治信君】 お手元に配付されております資料「令和４年度上三川町一般会計・特

別会計歳入歳出決算、水道事業会計決算、下水道事業会計決算並びに基金運用状況等の審査意見書」に

ついて御報告申し上げます。 

 朗読を省きまして主な内容についての御説明といたしますので、御了承お願いしたいと思います。 

 意見書の１ページを御覧ください。「１の審査の対象」から「４の審査の結果」でございますが、審

査の対象は、令和４年度の一般会計、特別会計、水道事業会計及び下水道事業会計の決算であります。

審査は、事前の書類審査の後、８月１７、１８日の２日間、田村監査委員とともに各課ヒアリングを行

いました。 

 審査の方法でありますが、決算関係諸帳簿のほか、内容確認のため、関係職員に対するヒアリングと、

令和４年度及び令和５年度の例月現金出納検査、並びに令和４年度の定例監査の結果も参考にいたしま

した。 

 審査の結果につきましては、一般会計、特別会計及び水道事業会計、下水道事業会計の決算書、帳簿

類を照合したところ正確であり、それぞれの目的に従って執行され、内容も適正であると認められまし

た。 

 また、財産に関する調書につきましても適正に処理されておりましたが、公有財産の管理や確認の方

法を明確にした規程等を速やかに整備され、より適正な財産管理に努められることを求めるものであり

ます。また、規程等の作成完了までのスケジュールを示されるようお願いいたします。 

 本町の財政全般を見た場合、財政力指標はおおむね良い値を示しており、経常収支比率については、

前年度の７９.９％から８３.５％に若干後退をしております。 

 また、起債残高についても企業会計分を含む町全体の残高は減少してきております。今後も、物価高

騰などによる景気の悪化の影響を受け、町税、各種徴収金の大幅な増収は見込めないと予想されるため、

適正な財政運営のためにも、歳入を中期的に予測し、計画的な財源確保策を講じるとともに、事業実施

による費用対効果を見極め、既存の施策・事業の再構築や最適化などに取り組むことにより、経常収支
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比率の実質的な改善を図っていただきたいと存じます。 

 また、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療においては、事業の健全な運営のため、連

携・協力し、引き続き給付費抑制の取組みを進めるとともに、保険料滞納の抑制のため、早期対応、計

画的な徴収など、徴収業務について努力をお願いしたいと思います。 

 会計全般としては、一般会計及び特別会計の不用額は１０億８,６８２万４５０円で、前年度

比２４.８％の増と、５年連続して増加しています。特に、一般会計では社会福祉費の不用額が２億円

を超え、予算現額に対する不用額の割合は８.４％、前年度比５.８ポイントの増となっています。また、

介護保険事業特別会計では、不用額が３億円を超え、予算現額に対する不用額の割合は１２.３％で、

前年度比４.２ポイントの増と、一般会計及び特別会計の中で一番増加率が高くなっております。各所

管課においては、不用額増加の要因をよく分析し、財政担当課が中心になり、予算編成の在り方や職員

の意識改革をはじめとした予算に対する全般的な姿勢を見直すなど、不用額抑制の対策を講じることを

求めます。また、予算編成時には、支出額をより的確に検証した予算措置を行い、予算の有効活用に努

められることを期待します。 

 ２ページを御覧ください。５の決算の概要について御説明します。 

 （１）の総括でありますが、決算額は一般会計と各特別会計を合わせ、歳入総額で１８６

億８,８０６万４,６２６円、歳出総額で１７２億９,６７４万３,５５０円となっております。一般会計

は、翌年度へ繰り越すべき財源３億１,２４２万２,０００円を差し引いた実質収支額は８億６５

万５,７４８円、特別会計は、翌年度へ繰り越すべき財源はなく、実質収支額は２億７,８２４

万３,３２８円となっており、いずれも黒字決算を計上しております。 

 なお、各会計の決算額は、表１のとおりでございます。 

 ３ページを御覧ください。（２）の一般会計について御説明します。「アの歳入について」でござい

ますが、総額は１２７億１,７２７万４,０８２円で、前年度と比較すると６億１,９７０万６,３２５円

の減となっております。歳入に占める自主財源は７８億９,９６９万３,０００円、構成比で６２.１％、

うち、町税は６３億７,７６０万円で、徴収率は９７.６％、前年度と比較すると０.４ポイント上昇し

ております。町税は、歳入の根幹をなす重要なものであり、また負担公平の観点からも、徴収率の向上

のため、今後とも努力をお願いします。 

 歳入全体としては、他団体に比べ自主財源比率は高いほうであるものの、本町の財政事情として、法

人町民税の変動に伴い、各年度の増減の差が大きく、歳入状況は不安定であること、また、物価高騰に

よる景気の悪化の影響を受け、町税・各種徴収金の大幅な増収が見込めないと予想されることから、今

後とも中長期的な計画に基づいた財源確保に努め、財政運営の安定化策を講じていただきたいと思いま

す。 

 ４ページを御覧ください。「イの歳出について」でございますが、総額は１１６億４１９

万６,３３４円で、前年度と比較すると６億７,７４０万６,０４８円の減となっております。歳出に占

める構成比では、民生費３７.９％、教育費１１.５％、土木費１０.８％、総務費１０.１％の順になっ

ております。性質別構成比で、扶助費２４.１％、補助費等１８.２％、物件費１５.８％、人件

費１３.９％の順になっております。 
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 歳出全般で見ますと、前年度と比較して総じて減少に転じておりますが、特に扶助費は歳出に占める

割合も大きいことから、財政への影響が懸念されます。今後も、施設の維持管理や町の活性化など、喫

緊の課題に迅速かつ的確に対応していくとともに、持続的に発展できるまちづくりを推進していかなけ

ればならないため、費用対効果を見極め、既存の施策・事業の再構築や最適化などに取り組み、引き続

き行財政基盤の強化を図っていただきたいと思います。 

 ５ページを御覧ください。（３）の特別会計について御説明します。 

 「アの国民健康保険事業」でございますが、歳入総額２９億１,９９６万１,８４０円、歳出総額２８

億７,８９７万２,３７５円で、歳入歳出差引額は４,０９８万９,４６５円となっております。歳入の保

険税の徴収率は７８.１％で、前年度と比較すると０.８ポイント上昇しております。 

 歳出の保険給付費は１９億６,７９６万３,４１７円で、前年度と比較すると９,９６４万３,４６５円

の増となっております。 

 歳入においては、現年度未収金の早期徴収に努め、過年度未収金の発生の抑制に努力したことがうか

がえますが、依然として多額の収入未済額や不能欠損があるため、徴収率の良い市町を参考にし、今後

も徴収率の向上に努められ、財政運営の安定化を求めるものであります。 

 ６ページを御覧ください。「イの介護保険事業」でございますが、歳入総額２４億８３９

万５,１６６円、歳出総額は２１億９,０４３万４３７円で、歳入歳出差引額は２億１,７９６

万４,７２９円となっております。保険料の収入未済額が近年、高止まりの状態が続いているため、保

険給付費や地域支援事業費の歳出予算に占める割合が大きいことから、引き続き未済額の解消の努力を

お願いします。 

 「ウの後期高齢者医療」でございますが、歳入総額３億８７４万１,９１０円、歳出総額は３

億５１１万６,０４２円、歳入歳出差引額は３６２万５,８６８円となっております。保険料の収入未済

額が前年度より増加しているため、要因を分析して未済額の解消に向けた努力をお願いいたします。 

 「エの農業集落排水事業」でございますが、歳入総額は３億３,３６９万１,６２８円、歳出総額は３

億１,８０２万８,３６２円、歳入歳出差引額は３億１,８０２万８,３６２円となっております。農業集

落排水４処理区の水質改善と環境改善のためにも、接続率の低い地域への対策が必要と思われます。 

 （４）の水道事業会計について御説明します。 

 収益的収支では、純利益１,９２６万５,２８２円でありますが、これを上回る投資をしており、今後

も漏水等の施設の老朽化について、計画的かつ継続的な対応が検討され、有収水量の向上に努め、経営

基盤の向上を図っていくことが必要であります。 

 ８ページを御覧ください。（５）の下水道事業会計について御説明します。 

 収益的収支では、純利益が１,６９６万２,６２０円でありますが、歳入は一般会計補助金に依存して

おり、加えて企業債元利償還による支出もあることから、厳しい運営状況にあると思われます。下水道

未整備地区の整備を進めるとともに、加入促進等による接続率の向上に努力をお願いいたします。 

 ９ページを御覧ください。（６）の財産について、主なもののみ御説明します。 

 まず、「アの公有財産」、「（ア）の土地及び建物」についてでございますが、土地は９１

万２,０１９.３８平方メートルで、前年度より４,８６４.２５平方メートルの増、これは生沼家住宅の
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寄付や旧殿山配水場が企業会計から普通財産に移行されたことによるものでありました。建物は１０

万３,２７４.０９平方メートル、前年度より４３７.８３平方メートルの増で、生沼家住宅本宅の寄付

によるものでありました。 

 次に、「エの基金」についてでございますが、令和４年度末現在、基金として積立てがあるもの

は１４基金で、総額６８億４,６６１万６,１４３円、前年度と比較すると８,０８５万２,３０４円の増

となっております。 

 １０ページを御覧ください。（７）の町債の状況について御説明します。 

 令和４年度末の町債残高は、一般会計６０億１１万３,０００円、農業集落排水事業特別会計２０

億３,２７７万４,０００円、企業債残高は、水道事業会計９億１,５２８万５,０００円、下水道事業会

計４５億６,６３９万１,０００円となっております。 

 これらの４会計を合計した町債・企業債の合計残高は１３５億１,４５６万３,０００円で、前年度と

比較すると１１億３,７２５万７,０００円の減となっております。引き続き、適切な管理をお願いいた

します。 

 １１ページを御覧ください。（８）の財政指標の状況について御説明します。 

 「アの財政力指数」は３カ年平均で０.９４８、前年度より０.００６ポイント低下しております。 

 また、単年度ベースでは０.９４２、前年度より０.０１９ポイント上昇し、前年度に引き続

き１.０００を下回り、普通交付税の交付団体となっております。 

 「イの経常収支比率」は８３.５％で、前年度より３.６ポイント上昇しております。 

 「ウの実質公債費比率」は３カ年平均で６.６％、前年度より０.７ポイント上昇したものの、早期健

全化基準２５.０％を大きく下回っております。 

 「エの将来負担比率」は、充当可能財源等が将来負担額を上回るため、算定されませんでした。 

 以上、決算審査の概要でございますが、決算審査の詳細につきましては、審査意見書を御参照いただ

きたいと存じます。 

 最後に、物価高騰による景気の悪化は、経済・社会に甚大な影響を及ぼしており、町税や各種徴収金

の大幅な増収は見込めないと予想されます。 

 先ほど述べましたとおり、財政指標はおおむね良好な数値を示しておりますが、本町の特徴である町

税収入額の増減による財政運営の不安定化にも注視し、歳入においては中期的な計画に基づいた財源確

保、歳出においては課題を分析し、限られた財源の中で費用対効果を見極めた事業の選択と最適化など

に取り組み、予算の有効活用を図られた行財政運営に努められるようお願いをいたしまして、審査意見

の報告を終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 これから質疑を行います。 

 最初に、議案第７４号「令和４年度上三川町一般会計歳入歳出決算の認定について」の質疑をお願い

いたします。質疑ありませんか。９番、勝山君。 

○９番【勝山修輔君】 町長の説明でですね、町債の令和４年度、まず現在の残高は６０億１１

万２,２００円で、町民一人当たり１９万４,４００円となりますというふうに書いてあるんですが、国

民健康保険のほうでですね、人数にちょっと誤りがあるんじゃないかと思うんですが、一体何名でこれ
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は一人頭の換算をするんでしょうか。この計算で、こっちの介護保険のほうの人数で割ると、ちょっと

金額が違ってくるんですが。下水道だよ。下水道で２万２,３５８人ってやってる。これで計算すると、

もっと額が増えちゃうんだから、一体何人でこれ計算してるんですか。 

○議長【髙橋正昭君】 企画課長。 

○企画課長【柴 光治君】 先ほど町長のほうで答弁いたしました起債残高６０億１１万３,０００円

に対して、町民一人当たり１９万４,４３０円ということでお話があったかと思うんですが、こちらに

つきましては、残高を町の人口３万１,０００人から３万８００人程度で割って算出したものでござい

ます。 

○議長【髙橋正昭君】 ９番、勝山君。 

○９番【勝山修輔君】 ３万１,０００人は子供、お年寄りも寝たきりの人も全部借財を抱えていると

いう計算でいいでしょうか。そうすると片一方では、水道事業では、接続人口が２万２,３５８人って

説明してるんです。それじゃ、こっちも２万２,３５８人で計算しなきゃいけないんじゃないんですか。

これ接続してる住民でしょう。これと同じじゃないの。こっちも税金払ってる人は。子供まで取ってん

の。 

○議長【髙橋正昭君】 企画課長。 

○企画課長【柴 光治君】 ６０億円の残高につきましては、上水道分は含まれておりませんので、あ

くまで一般会計として借入れしたものの残高でございますので、総人口で割っているというところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 ９番、勝山君。 

○９番【勝山修輔君】 それじゃ、企画課長に言いますが、生まれて１歳の人も、もう借財は抱えてお

るという説明になると思うんです。そして、明日病院で息を引き取るかもしれない人も、１９万円の借

財を抱えているという計算をして、負担させるんでしょうか。 

○議長【髙橋正昭君】 企画課長。 

○企画課長【柴 光治君】 あくまで全国的には総人口で割っているというふうには考えているところ

でございます。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 これで議案第７４号の質疑を終わります。 

 次に、議案第７５号「令和４年度上三川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について」

から議案第８０号「令和４年度上三川町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について」まで

の６議案につきまして、一括して質疑をお願いいたします。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 質疑なしと認めます。これで議案第７５号から議案第８０号までの質疑を終わ

ります。 
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 お諮りいたします。ただ今上程中の議案第７４号から議案第８０号までにつきましては、議会運営委

員長報告のとおり、決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 異議なしと認めます。したがって、決算特別委員会を設置し、これに付託し、

審査することに決定いたしました。 

 決算特別委員の定数につきましては、各常任委員会から３人の計６人及び副議長とし、７人をもって

構成したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 異議なしと認めます。したがって、決算特別委員の定数は７人と決定いたしま

した。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 ここで、各常任委員会からの決算特別委員選考のため、暫時休憩いたします。 

 この間に各常任委員会で協議し、３人の委員を選考してください。 

午後２時０１分 休憩 

 

午後２時０５分 再開 

○議長【髙橋正昭君】 休憩前に復し、会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 各常任委員会における決算特別委員の選考結果について、これより、委員長の

報告を求めます。 

 初めに、総務文教常任委員長の報告を求めます。５番、総務文教常任委員長、小川公威君。 

○５番・総務文教常任委員長【小川公威君】 総務文教常任委員会からは、神藤昭彦委員、鶴見典明委

員、そして私、小川公威の以上３人でお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 次に、産業厚生常任委員長の報告を求めます。７番、産業厚生常任委員長、海

老原友子君。 

○７番・産業厚生常任委員長【海老原友子君】 産業厚生常任委員会からの３人のメンバーは、篠塚議

員、田﨑議員、そして私、海老原でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【髙橋正昭君】 決算特別委員の選任についてお諮りいたします。 

 総務文教常任委員会、５番、小川公威君、２番、鶴見典明君、３人目が神藤昭彦君、産業厚生常任委

員会は、７番、海老原友子君、１番、田﨑幸夫君、３番、篠塚啓一君、以上６人に副議長を加え、７人

の委員を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 異議なしと認めます。したがって、ただ今指名した委員を選任することに決定

いたしました。 
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    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 ここで決算特別委員会の正副委員長の互選のため暫時休憩いたします。委員に

選任された方は応接室にお集まりください。他の議員は着席のままでいてください。 

午後２時１０分 休憩 

 

午後２時１１分 再開 

○議長【髙橋正昭君】 休憩前に復して会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 正副委員長の互選の結果について、代表者より報告を求めます。１３番、稲川

君。 

○１３番【稲川 洋君】 ただ今互選した結果、委員長に７番、海老原友子さん、副委員長に５番、小

川公威さん、以上を選任しました。 

 以上です。 

○議長【髙橋正昭君】 ただ今の報告のとおり、委員長に７番、海老原友子君、副委員長に５番、小川

公威君と決定いたしました。 

 お諮りいたします。本日、町長から、報告第９号「議会の委任による専決処分の報告について（工事

請負契約の変更 庁舎内部改修工事（トイレ等））」が提出されました。これを日程に追加し、追加日

程第１として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 異議なしと認めます。したがって、報告第９号を日程に追加し、追加日程第１

として議題にすることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 追加日程第１、報告第９号「議会の委任による専決処分の報告について（工事

請負契約の変更 庁舎内部改修工事（トイレ等））」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただ今上程になりました報告第９号「議会の委任による専決処分の報告につい

て」、御説明いたします。 

 本案件は、令和４年１２月９日に工事請負契約を締結いたしましたトイレ等の庁舎内部改修工事にお

いて、地方自治法第１８０条第１項の規定により、指定された町長の専決処分事項に基づき、工事請負

契約の変更を専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により報告するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【髙橋正昭君】 提案理由の説明が終わりましたが、報告第９号はこれをもって終わります。 

 お諮りいたします。会議規則第４６条第１項の規定により、常任委員会に付託しました議案第５８号

から議案第６７号までにつきましては９月８日までに、決算特別委員会に付託しました議案第７４号か

ら議案第８０号までにつきましては９月１３日までに審査を終了するよう、それぞれ期限を付けること
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にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【髙橋正昭君】 異議なしと認めます。したがって、議案第５８号から議案第６７号までについ

ては９月８日までに、議案第７４号から議案第８０号までについては９月１３日までに審査を終了する

よう期限を付けることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【髙橋正昭君】 本日はこれで散会といたします。 

 なお、明日、明後日は休会とし、９月４日は午前１０時から一般質問を行います。お疲れさまでした。 

午後２時１６分 散会 


